
1 

 

 

 

 

第１章 プログラムごとの事業 

 

基本計画編・第３章の対応方策に基づき、千葉市新基本計画・第３次実施計画と整合性を図

りながら、個別事業の検討を行い、プログラムごとに整理をしている。 

各事業では、数値目標等を設定し、適切に進捗管理を行っていく。 

 

１ 大規模自然災害が発生した時でも人命の保護が最大限図られる 

 

1-1 建物・交通施設等の複合的・大規模倒壊や住宅密集地における火災による死傷者の発生 

 

＜計画事業＞ 

（公共建築物の耐震化・不燃化） 

各施設において、引き続き、機能保全を図ることを目的とし、計画的に建て替えや修繕を

行うとともに、施設の利用計画に応じた耐震化を図る。 

 

取組項目 担当課 29 年度末現況 計画内容 32 年度末目標 

公共施設の吊天井

の補強 

○○課 設計 ○か所 設計 △か所 

工事 ×か所 

工事 ×か所 

学校施設の非構造

部材等耐震対策 

（屋内運動場） 

△△課 

－ 

小学校○校 

中学校△校 

高等学校×校 

小学校○校 

中学校△校 

高等学校×校 

学校施設の非構造

部材等耐震対策 

（屋内運動場） 

△△課 小学校○校 

中学校△校 

 

小学校●校 

中学校▲校 

高等学校×校 

小学校○●校 

中学校△▲校 

高等学校×校 
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参考資料２ 

※上記の計画事業の内容は第２次実施計画（平成２７年度～平成

２９年度）に基づき記載しているため、実際の内容とは異なります。 


